
 

子ども読書支援センターニュース  Ｎｏ.260 
                                                                   ２０２６．１．３１ 

                  山口県子ども読書支援センター（山口県立山口図書館）発行 

                                  （電話:083-924-2113 FAX:083-932-2817  

Eメール:a50401@pref.yamaguchi.lg.jp)        

【メールマガジン「本はともだち～山口県子ども読書支援センターニュース」配信中！】 
 メールマガジン「本はともだち」は、新刊紹介や県内の行事など、より充実した内容で配信中です。読者登

録の方法は県立図書館のホームページをご覧ください。 

 

【山口県立山口図書館から臨時閉館のお知らせ】 
 山口県立山口図書館は、照明のＬＥＤ化工事のため、 

令和８年１月19日（月）から３月２日（月）まで 臨時閉館いたします。 

○臨時閉館中のサービスについては、こちらをご覧ください。      ⇒  

《学校等への団体貸出について》 

○臨時閉館中も、メールやFAXでお申し込みの上、団体貸出をご利用いただけます。館内での閲覧や選書はで

きません。貸出・返却は１階事務室となります。 
【山口県子ども読書支援センター行事】 
＊各イベントの詳細については、当センターのホームページよりご確認ください。 ⇒ 
★「幼児のためのおはなし会」（毎月第一火曜日） 

  ○日時：３月10日（火）11：00～11：20＊２月のおはなし会は、臨時閉館中につきありません。 

○会場：山口県立山口図書館 第２研修室 ○対象：幼児 ○定員：10組程度 

★山口県児童センター「にじいろひろば」にて県立図書館職員による「おはなしの時間」があります。 

○日時：令和８年２月６日（金）・13日（金）・20日（金）10時から11時 

○場所・問い合わせ先：山口県児童センター（山口市維新公園４－５－１ 083－923－4633） 

○申し込み方法：当日９時45分から受付にて整理券配布（先着20組） 

★山口県動物愛護センター「ちっちゃなふれあい会」にて県立図書館職員が読み聞かせをします。 

○日時：令和８年２月17日（火）10時から11時30分 

○場所・問い合わせ先：山口県動物愛護センター（山口市陶10943-12 083－973－8315） 

★「コトサイト」にて県立図書館・県立博物館・県立美術館による読み聞かせ＆ものづくり出前講座を開催します。 

○日時：令和７年２月８日（日）10時30分から11時45分・13時30分から14時45分 

○場所：コトサイト（山口井筒屋２階） 

○問い合わせ先：山口市公民連携推進室 （083－934－2728） 

 

【新刊紹介】価格は消費税抜き  

＜絵本－乳幼児から＞ 
『くいしんぼゴリラのうた』 阿部直美/詞 くさかみなこ/絵 ひかりのくに 2025.11 \1200 
 くいしんぼなゴリラがみつけたのは、バナナにレモン、それからたまねぎ。かわをむいて、パックンとたべるよ。どんな
あじかな。童謡「くいしんぼゴリラのうた」の歌詞に沿って展開する歌絵本。ゴリラが食べ物を見つけるページでは、それ
ぞれの食べ物の形にインクが盛り上がっており、触って楽しむこともできる。裏表紙に、作詞者監修の歌が視聴できる二次
元コードと楽譜あり。 
＜絵本－3，4歳から＞ 
『おりがみのしろちゃん』 かとうまふみ/作 BL出版 2025.11 \1500 
 それぞれなりたいかたちがある、いろとりどりのおりがみのなかで、じぶんがなにになりたいのかわからないしろちゃん。
しろいからといって、みんなにおもちやゆきだるまがいいとかってにきめられたくはないが、おってもらえないのもいやで
ないていると、はさみのチョキチョキきょうだいが、ゆきのけっしょうのことをおしえてくれて…。実際の折り紙作品の写
真も登場する絵本。 
＜絵本－5，6歳から＞ 
『ウマになれたらいいのにな』 ソフィー・ブラッコール/さく 山口文生/やく 評論社 2025.11 \2000 
 ウマだったらいいのにな。いきたいところはどこでもいけるし、いもうとをせなかにのせてあげることもできる。すいえ
いたいかいだってだいかつやく。きままにどろあそびをして、たったままねて、ゆめのなかでもおもいっきりはしりまわる
んだ。ウマに憧れる車椅子の子どもの空想を、力強いイラストレーションで表現する絵本。小物などのきめ細かな描写から
も物語が感じられる。 



＜絵本－小学校中学年から＞ 
『みえないおしごと』 とくながけい/さく・え 中央公論新社 2025.11 \1700 
 赤い人と青い人が交代で立っている信号機、鳥が引っぱり上げるエレベーター、ハムスターが走って回す扇風機…人々の
便利な生活は、実は小さな仕事人たちの見えないがんばりに支えられているのだ。身近なものの仕組みを自由な発想で描い
た、意外性が楽しい絵本。巻末に仕事人たちの日常を綴る四コママンガあり。書店員が選ぶ絵本新人賞2025大賞および絵本
専門士賞受賞作。 
＜読み物－小学校低学年から＞ 
『はじまりはわざとじゃない!』 かさいまり/作 北村みなみ/絵  くもん出版 2025.11 \1400 
 小学２年生の男子るいとつばさは、お互いにもやもやしている。きっかけは、つばさがるいにぶつかってきたこと。謝っ
てほしいるいと、わざとじゃないと言うつばさ。同じ出来事に対して、誤解から生じる居心地の悪さや子どもならではの葛
藤が、るいとつばさの視点から交互に描かれる。相手を思う気持ちと、勇気を出して伝えることで深まる友情の物語。 
＜読み物－小学校中学年から＞ 
『やさしさバトン』 新井けいこ/作 あわい/絵 岩崎書店 2025.11 \1300 
 職場体験に参加した小学４年生の有咲（ありさ）は、受付業務を通して様々な人と接する。損をしたくないと考えがちな
有咲は、ケーキを一緒に食べたかったという妹やおこづかいをもらわず祖母を手伝う友人のハルに共感できずにいた。しか
し、困っていた有咲を助けたのは、以前声をかけた白杖の女性の知り合いのようで…。優しさでつながっていく人との関わ
りに心温まる物語。 
＜読み物－小学校高学年から＞ 
『ひとりぼっちのベア』 ハンナ・ゴールド/作 田中奈津子/訳 静山社 2025.12 \1850 
 自然科学調査を行う科学者の父と北極圏の島に同行することになった 11 歳の少女エイプリル。亡くなった母を思い落ち
込む父と関わろうとするが思うようにいかない。ある時、迷子のホッキョクグマと出会い故郷の島にかえそうと決心するが
…。温暖化によって破壊される環境を背景に少女とクマとの深い絆を描く。本作はブルー・ピーター賞、ウォーターストー
ンズ児童書賞を受賞。 
＜読み物－中学生から＞ 
『視線の先のきみと』 神戸遙真/作 くもん出版 2025.11 \1500 
 他人の目が気になるナツと、自身と周囲のイメージの齟齬に悩むアオイは、同じ中学の二年生。海岸の小さな神社へお参
りしたことで、ナツは望んだ通りに他人の視線を逸らす能力を、アオイは人の感情が見える能力を得る。ただし、唯一お互
いにはこの不思議な力が効かないと気が付いた二人は、少しずつ秘密を共有していくが…。生きづらさと寄り添うことの大
切さを描く青春小説。 
＜ノンフィクション－小学校低学年から＞ 
『おにぎりずかん』 新井洋行・田中六大・中垣ゆたか/作 おにぎり協会/監修 講談社 2025.11 \1500 
 おにぎりが大好きなむすびちゃんが訪ねたのは「おにぎりどうじょう」。むすびちゃんは、おにぎりマスターの元で、お
にぎりについて学ぶことに。米の品種やおにぎりの歴史、様々な具、おにぎりの形の変遷等について分かりやすく紹介。お
にぎりクイズ、握り方の手順が分かるおにぎりラップも掲載。三人の絵本作家が描く、おにぎりについて学べる絵本。 
＜ノンフィクション－小学校中学年から＞ 
『田村淳のお城の歩き方』 田村淳/著 マイクロマガジン社 2025.11 \1600 
 「マボロシ城」と書かれた不思議な本の世界に入り込んだ小学生のリクとサキ。元の世界に戻るため、足軽マスター・ア
ツシと天守を目指す。マンガで描かれるストーリの展開に合わせて、お城について豊富な写真やコラムをもとに紹介する入
門書。築城名人列伝、お城の歩き方Ｑ＆Ａの掲載あり。著者は、現在13城の観光大使を務める山口県出身のタレント。 
＜ノンフィクション－中学生から＞ 
『下積み図鑑 すごい人は無名のとき何をしていたのか？』 真山知幸/著 伊達努/イラスト 笠間書院 2025.12 \1800 
 英語が分からないまま海外に行き、名峰に挑戦し続けた植村直己、法律の仕事をしながら音楽家を目指したチャイコフス
キー。日本や世界の偉人29人が下積み時代をどのように過ごして自分の道を突き進んだのかに着目し、エピソードや年表を
もとに簡潔に紹介。「好きや得意を伸ばす」「海外で道をひらく」等全６章。全ての漢字にルビあり。巻末に参考文献あり。 
＜研究書＞ 
『工藤直子 せかいへのてがみ』    工藤直子/[著] 平凡社 2025.11 \2300 
 教科書にも掲載されている「のはらうた」で、子どもにも広く知られる詩人工藤直子。代表作と素顔をわかりやすく紹介
した生誕 90 年記念ビジュアル本。幼少期から現在までの多くの写真や、谷川俊太郎、中川李枝子、田中和雄（童話屋編集
者）たちの寄稿により、詩人の姿が多角的に捉えられる。表紙は息子で漫画家の松本大洋による描きおろし。略年譜、掲載
詩の初出一覧あり。 

 

※【新刊紹介】の本は、県立図書館で現在受入準備中の本です。そのため、県立図書館の蔵書検索（OPAC)では検索で

きませんが、利用することは可能です。収書のための選書の参考として、閲覧、貸出等を希望される方は、お問い合

わせください。 

山口県立山口図書館では、電子図書館サービスを提供しています。利用案内はこちらから→

https://library.pref.yamaguchi.lg.jp/dlibrary/ 


